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大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

今
後
、
自
治
会
に
対
し
て
、

放
射
線
量
簡
易
測
定
器
を
貸
し

出
す
と
の
こ
と
だ
が
、
高
い
数

値
の
民
有
地
が
あ
っ
た
場
合
、

市
と
し
て
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
。
ま
た
、
住
民
が
除
染
す
る

場
合
、
安
全
面
で
の
配
慮
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
民
有
地
で
の

除
染
に
当
た
っ
て
の
安
全
な
作

業
方
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

民
有
地
除
染
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を

具
体
的
な
低
減
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
検
討

放射能対策

成
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

測
定
し
た
地
域
で
、
比
較

的
高
い
数
値
の
場
所
が
あ
っ
た

場
合
、
連
絡
を
受
け
次
第
、
そ

の
場
所
に
出
向
き
、
場
所
に
合
っ

た
低
減
対
策
の
指
導
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
民
有
地
で

の
低
減
作
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
、
今
後
、
具
体
的
な
低

減
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
検
討
し
、

作
成
、
公
表
し
て
い
き
た
い
。

石
原
よ
し
の
り
議
員（
民
主
・
連
合
）

　

本
市
が
大
き
な
災
害
を
被
っ

た
場
合
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
の
受
け
入
れ
体
制
は

十
分
に
で
き
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
公
園
利
用

に
つ
い
て
は
、
人
と
犬
と
の
分

離
が
自
然
に
な
さ
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
の
構
築
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い

避
難
所
の
受
け
入
れ
体
制
は
十
分
か

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い

災害時のペット同行避難

て
は
、
同
行
の
際
の
避
難
所
内

ル
ー
ル
作
り
等
避
難
所
開
設
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
公
園
利
用

に
つ
い
て
は
、
園
内
で
人
と
ペ
ッ

ト
が
交
錯
し
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
マ
ナ
ー
違
反
に
は
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
等
で
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
施
設
状
況
か
ら
分
離
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

本
市
に
お
け
る
胃
が
ん
検
診

率
は
７
・
８
％
と
低
く
、
受
診

率
を
上
げ
て
早
期
発
見
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
発
症
リ
ス
ク
を
胃
の
萎

縮
や
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
等

で
複
数
の
タ
イ
プ
に
分
け
、
が

ん
因
子
の
有
無
を
受
診
者
が
認

識
し
対
処
で
き
る
「
胃
が
ん
リ

ス
ク
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
」
の
導
入
を

早
期
発
見
に
有
効 

本
市
で
も
導
入
を

医
師
会
と
研
究 

引
き
続
き
進
め
て
い
く

胃がんリスクＡＢＣ検診

提
案
す
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

胃
が
ん
の
検
診
率
向
上
の

た
め
、
市
も
方
策
を
模
索
し
て

お
り
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
に
つ
い
て

も
、
医
師
会
と
勉
強
会
を
始
め

て
い
る
。
こ
の
検
診
は
医
師
の

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
不
可
欠

で
あ
り
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
や
、
医
師
会
と
の
勉

強
会
を
継
続
し
、
引
き
続
き
有

効
性
等
の
研
究
を
進
め
た
い
。

髙
坂　

進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保

障
制
度
で
あ
り
、
他
の
保
険
制

度
の
未
加
入
者
が
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
、
受
給
す
る
こ

と
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
。
し

か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
で
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、

低
所
得
者
や
高
齢
者
が
多
く
、

保
険
税
滞
納
者
が
増
え
て
い
る
。

抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
、
低

低
所
得
者
へ
の
保
険
税
減
免
の
考
え
は

国
の
動
向
見
極
め
基
準
の
見
直
し
検
討

国民健康保険

所
得
者
の
保
険
税
減
免
は
避
け

ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

本
市
で
は
、
災
害
、
病
気
、

失
業
等
を
対
象
に
減
免
基
準
を

定
め
て
い
る
が
、
低
所
得
だ
け

の
事
由
で
の
無
条
件
な
減
免
は

不
公
平
と
な
る
こ
と
か
ら
、
実

態
調
査
を
行
い
判
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
国
の
動
向
や
景
気
、

経
済
を
見
極
め
て
、
減
免
基
準

の
見
直
し
等
を
検
討
し
て
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

放
射
性
物
質
の
影
響
を
受
け

や
す
い
子
ど
も
に
配
慮
し
て
、

厚
労
省
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
規
制
値
を
見
直
し
「
乳
幼
児

用
食
品
」
の
分
類
を
設
け
た
。

本
市
で
は
、
給
食
食
材
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
る

た
め
「
給
食
一
食
分
の
放
射
性

物
質
検
査
」
を
導
入
す
べ
き
と

給
食
一
食
分
の
放
射
性
物
質
検
査
導
入
を

有
効
な
方
法
の
一
つ
と
し
て
研
究
進
め
る

給食食材の放射能対策

考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

各
学
校
の
給
食
食
材
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
は
平
成
24
年

１
月
以
降
も
継
続
す
る
。
一
方
、

給
食
一
食
分
の
放
射
性
物
質
検

査
は
、
食
材
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
の
有
効
性
を
検
証
す
る
方
法

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
今

後
も
、
給
食
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
検

査
方
法
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

西
村　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
17
年
度
に
開
始
し
た
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
事
業

の
実
施
で
、
市
内
犯
罪
件
数
が

減
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

犯
罪
抑
止
に
効
果
が
あ
る
と
の

回
答
を
得
た
。
事
業
仕
分
け
で

廃
止
及
び
改
善
の
判
定
が
出
た

が
、
小
学
校
や
民
間
団
体
に
配

備
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
稼
働
率

向
上
や
民
間
へ
の
活
動
支
援
等
、

効
率
的
な
施
策
を
検
討
す
べ
き
で
は

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
方
法
等
見
直
し
て
い
く

青色防犯パトロール推進事業

効
率
的
な
施
策
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

事
業
仕
分
け
の
意
見
を
踏

ま
え
、
県
補
助
金
の
活
用
や
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
時
間
を
見
直
し

て
い
る
。
今
後
も
、
更
な
る
効

率
的
で
効
果
的
な
運
用
の
た
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
方
法
の
見
直

し
、
自
治
会
や
学
校
と
の
連
携
、

民
間
団
体
が
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
を
図
り
推
進
に
努
め
る
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

平
成
23
年
度
か
ら
危
機
管
理

部
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
直

前
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
危
機

管
理
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し

て
、
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
早
急
に
組
織
を
整

備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

23
年
度
は
危
機
管
理
監
の

平
成
24 
年
度
に
向
け 
検
討
し
て
い
る

危機管理体制

機
能
を
活
か
し
、
総
務
部
の
全

庁
統
括
機
能
を
使
っ
て
、
体
制

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
一
方
、
３
・
11
の
大
震
災

に
よ
り
多
く
の
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
、
危
機
管
理
部

門
の
一
層
の
強
化
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
現
在
、
24
年
度
に

向
け
て
、
ト
ッ
プ
の
判
断
が
現

場
ま
で
迅
速
に
届
く
よ
う
な
組

織
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

放
射
能
汚
染
問
題
に
つ
い
て
、

市
民
は
今
な
お
強
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
と
感
じ
る
た
め
に
、

市
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
放

射
線
量
簡
易
測
定
器
を
自
治
会

に
貸
し
出
す
と
の
こ
と
だ
が
、

個
人
へ
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

簡
易
測
定
器 

個
人
へ
の
貸
し
出
し
は

平
成
24 
年
２
月
頃
か
ら
を
予
定

放射能対策

答　

平
成
23
年
11
月
に
改
定
し

た
「
放
射
線
量
低
減
の
取
り
組

み
に
係
る
基
本
方
針
」
に
基
づ

き
、
定
期
的
に
学
校
、
保
育
園
、

公
園
等
の
放
射
線
量
測
定
を
行

い
な
が
ら
放
射
線
量
の
低
減
策

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
簡
易

測
定
器
の
貸
し
出
し
は
12
月
か

ら
自
治
会
対
象
に
始
め
て
お
り
、

個
人
へ
は
平
成
24
年
２
月
頃
か

ら
を
予
定
し
て
い
る
。

　12 月定例会では、26 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

大
震
災
踏
ま
え
早
急
に
組
織
整
備
を

　社民・市民＝社民・市民ネット

　新生・市民＝新生会・市民の風

危 機 管 理

放
射
線
量
簡
易
測
定
器

保 健 危 機 管 理


